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1　はじめに

子どもたちが健康的な成長をするためには,基本的な生活習慣を身につけ,より望まし

い健康生活を確立していくことが必要である。そのためには子どもたち自身が自分のから

だを知り,健康にかかわる諸問題を自分のこととして主体的に受け入れることが大切であ

る。このことは,人間として最も基本となる「命を大切にしよう」とするいたわりの気持

ちを育て,「生命の尊さ」に気づくための基盤になると考える。健康教育では,その基盤に

ついて学習することにより,自らのからだに関心をもち,必要な知識を得ると共に,健康

的な生活や行動をしようとする態度を育むものにしたい。

また,現代社会や学校において「心の健康問題」について盛んに問われている。本当の

意味での健康な生き方を考えるとき,この「心の健康」を抜きにすることはできない。

2　実践の概要

聞　題材について

心とはいったい何なのだろうか。心は脳の機能のひとつであり,実体を手にすることは

もちろん,見ることもできない。しかし,心は一人ひとりの人間に確かに存在する。その

ような心について!働いている」「あるんだ」と確かに実感することができる学習の場を設

けることにより,自分の心の存在に気づくことにつながるのではないかと考えた。具体的

には,構成的グループ・エンカウンターの手法を用いて人や物とふれあう場を設定し,か

かわることを大切にする取り組みを考えた。そのことによりあたたかい人間関係を作り感

じることができやすくなるのではないか。また,積み重ねることにより共生・共存の大切

さに気づきやすくなるのではないかと考えられる。

本学級の児童は日頃から,「みんなでなかよくしよう。」「助け合おう。」ということを大

切にしている。いろいろなことに前向きに取り組もうとする子や自分の思いを伝えること

ができる子が多い。一一方で,自分の思いを表現したり相手に伝えることが苦手とする子も

いる。また,1年生の時に「からだは　たからばこ」という題材を通して,体や命を大切

に思う気持ちやいたわる気持ちをもつ「いのちの学習」をしている。そこで「いのちの学

習」をより豊かな学習にするためにも,先に述べたような心の存在を実感することができ

やすくなるよう,構成的グループ・エンカウンターの手法を用いた学習を設定した。

(2)指導目標

〇　日分や友だちの思いや違いに気づき,認め合えるようにする。

〇　日分や友だちを大切にしようとする気持ちをもつようにする。

○　友だちとあたたかい人間関係を作ることができるようにする。

(3)指導の内容と計画 全4時間

第1時　友だちをもっともっと知ろう。(信頼関係)

第2時　「こころ」とは何かを考えよう。(自己受容)

第3時　ぼくのあなたの　いいとこ大発見!(自己理解・他者理解)

第4時　サンキューカードをおくろう。(まとめ)

(4)学習展開の概要

第1時では,「信頼体験」をねらいとし,次のようなェクササイズを行った。
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活動①　決められた一定の時間を使って自由に教室内を歩き回る。人の後ろや横のくっ

ついて歩かないことをポイントとした行動である。

活動②　自由に歩き回りながら「よろしくね。」と声を掛け合いながら握手をする。制限

時間内になるべく多くの友だちと丁寧に握手をすることをポイントとした行動である。

活動③　二人組を作り,ブラインドウオークを行った。いつもの仲良しグループ以外の

友だちと二人組を作るところがポイントである。

ブラインドウオークとは,一人が目を閉じて,もう一人が手や肩を持つなどして安全に

歩行できるように誘導する活動である。交代してどちらの体験もする。

活動④　活動①～③で思ったことや感じたことを出し合い,ふりかえりを行った。

次のように子どもたちは思いや感想を述べている。

…-j「ふりかえりカード」からト…-……‥一………一一‥…一…-‥…一一一……-…-‥一一…
_________________、________________________l

O　目を閉じて連れて歩いてもらった

・安心できた14人・少し安心できた13人　・安心できなかった12人

〇　日を閉じた人を連れて歩いた時

・上手にできた10人　・少し上手にできた23人　・できなかった6人

○　活動はどうでしたか

【楽しかった　27人】

理由:友だちを連れて歩いたから。手をつないだから。緊張したから。

ドキドキしたから。いろいろ歩いたから。初めてだったから。

ほっとしたから。ぶつかったけど優しかったから。怖かったから。

安心できたから。付いてきてくれたから。探検したから。など

【少し楽しかった　8人】

理由:目がまわったから。　目を閉じてたから。ぶつかったから。など

【楽しくなかった　4人】

理由:人や物にあたったから。変な所ばかり通ったから。など

「‥‥j全体のふりかえりから「……‥‥…一一…-…一一…一……‥……‥…‥‥-‥-………一一‥…一一…-「

・あまり遊んだことがない人と手をつないだ。・友だちの新しいよさを見つけた。

・友だちがいつもの感じと違うなと思った。など
l______________________-__________________________________________________-________________________________________________________

第2時では,「自己受容」をねらいとし,次のようなェクササイズを行った。

活動①　心と身体の緊張感をほぐすため,BGMを聞きながら教室内を自由歩行し,BGM

が止まったら,近くの友だちと丁寧に握手をする活動を二回繰り返して行った。

活動②　三回目のBGMが止まった際に握手をした友だちと二人組を作り,「背中びたん

こ」という活動を行った。「背中ピッタンコ」

とは,近くの友だちと握手の変わりに二人

でしっかりと背中同士を合わせて「ピッタ

ンコ!」と言う活動である。三回繰り返し

て行い,同じ友だちと組まないようにする

ことがポイントである。

活動③　六,七人グループを作り,新聞

紙の上にグループのメンバーが全員乗る活

動である。新聞紙の大きさを三段階に小さ

くし,30までの数を数える。友だち同士の

助け合いや工夫をすることが必要になると
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ころがポイントである。

活動④　活動①～③で思ったことや感じたことを出し合い,ふりかえりを行った。

ほとんどの子どもたちは,「楽しかった。」「おもしろかった。」「暑かった。」「きつかっ

た。」「バラバラ,ドキドキした。」と感想を述べていた。なかには,背中ピッタンコで「0

0君とピッタンコしてうれしかった。」「話しができてうれしかった。」「初めはピッタンコ

する人がいるかなと心配だったけど,いて良かった。」と素直な気持ちを述べている子ども

たちもいた。

子どもたちの思いや感想

第3時では,「自己理解・他者理解」をねらいとし,次のような展開を行った。

本時の目標

・友だちのよいところをたくさん見つけることができる。

・自分のよいところに気づき,自信につなげようとすることができる。

具体的な学習の展開

学　　習　　活　　動

1　説明とルールを聞き,気もちをほぐ

す活動をする。

・BGMを聞きながらできるだけ多く

の友だちと握手をして回る。

・BGMを聞きながら歩き,BGMが止

まったら指示された数の人数でグ

ループを作る。

教　師　の　働　き　か　け

1　活動についての説明とルールを伝え,子

どもたちがリラックスできるような言葉を

かけながら活動を始める。

・次のような声かけをする。

「気もちをこめる」「目を見て,丁寧に握

手をする」

・近くにいる人とグループを作ることを伝

える

・グループに入りにくい子に声かけをす

る。
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・BGMが止まることに集中できるように

する。

ぼくの　あなたの　大はっ見!

2　同じグループの人のよいところを

カードに記入する。

・自分のカードを交換する。

3　日分のカードを読んでシールを貼

り,発表する。

・今まで気づいていなかったところ

・うれしいと感じたところ　　など

4　ふりかえり

・今の気もちを発表する。

2◎互いに相手のよいところ探しをして,

カードに記入することを説明する。

・グループのメンバーを変えることで,で

きるだけ多くの友だちのよいところが書

けるようにする。

・よいところを考える時間を十分にとる。

3◎自分のカードを読む時間を十分に取る。

・カードを読んでいる子どもの様子をよく

観察しておく。

・書かれている内容を見て回る。

4◎自分の言葉で表現できるように,まず

カードに記入するようにする。

・子どもたちの表情や様子について評価を

する。

カードの記録から

碧三三妄蔓蔓至。!豊
嶋が、れ乙a・・か1馳ご功、いい孟いけ。

婆だ≡三軍 讐

蓼 未紅 潮 、極 と拗 、.いい 孟います。

ぼく　は
わたしは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

場 喜寿 呈 ㌶ 霊 葱 ::

● は 窒 簑 墨 宣 竺 琅 いま,。

。象 卑 臥 如 功 、そつ才仰 ,小一こいま,。

初 、らちゃんr ちめらい1フ功、仁一領地か・軸bh・Lを♭
鳥 鞠 盟 些 彗 います。

q● 順 のか とても敢 乙紬 か 甑 こいま,。

が止
鳥 一組 に う叶 い l-な ゎ。 芸いま,。

ぼく　は
わたしは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と

為います。

患 さし、鞠 抽 叫 して、、勃 弘 ,。

嘩 ㌦ し一、、なあ　　　 凰 ♪8
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(5)実践をふりかえって

成果:「心」の学習はむずかしい。これま

では主に道徳の領域で取り上げられていた

が,実際に体験を通して気づく・感じるこ

とができたことは健康教育として成果が

あった。特に,本学級において自分の思い

を表現したり相手に伝えることが苦手とす

る子どもたちが活動に積極的に参加してい

る様子やふりかえりで自分の感想を述べる

などの効果的な場面が見られた。これらの

ことから,「心、」の学習は-一つの方法だけでなく,様々な方向から取り組むことの大切さ

を,子どもたちの活動や感想から伺える。構成的グループェンカウンターを教育的・開発

的カウンセリングとして取り入れたことの成果があった。

課題:エンカウンターを行う場合,子どもたちの表情や行動を細部に渡り観察する必要

がある。「心」という微妙な動きを表現するのであるから,指導者側は活動内容や言動に細

心を払い,必要によっては事後のケァも十分に考慮しておかなければならない。

第2時の学習で,「心」と「脳」を結びつけようとしたが,エンカウンターの場合は無理

があった。今後は切り離して学習する方が効果的である。

かかわり:挨拶や握手など日常的に行っていることでも,改めて場を設けることにより

普段あまりかかわりを持っていない友だち同士がかかわることができた。スキンシップに

より体の温もりを通して和やかさを感じることができた活動となった。また,ふりかえり

を丁寧に行うことでゲーム感覚とは違い,自分や友だちの新しいところや気づきを発見を

することができた。

3　おわりに

健康教育とは,人間としての基盤を築く学習であり,広範囲に渡るものと捉えている。

このような取り組みはほんの・一部に過ぎないが,「からだについて理解する。」「心身の状

態に気づくこと。」そして,「大切にしようとすること。」は,あらゆる学習の継続,積み重

ね,繰り返しにより,成り立っていくと考えている。

健康教育において「人やものとのかかわりを大切にする。」ことは,自分のからだを自分

で守ろうとする自己管理能力を身につけるために一つの方法として必要であり,「生きる

力」を育んでいくことにつながると考える。

これからの健康教育の方向性として,当たり前のことから小さな気づきや発見を大切に

し,次への不思議や疑問に発展するもの。そして,日々の健康的な生活に生かすことがで

きるよう,体験により実感できるような健康教育をめざしていきたいと考えている。
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